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プロジェクト概要 
気象制御を実現するためには、気象制御効果を最大化するためのアク

チュエータ位置が不明であるというボトルネックを解決する必要があ

ります。本プロジェクトでは、アクチュエータ位置最適化手法を整理、

開発および評価します。そして開発された手法によって得られたアクチ

ュエータ位置を利用することで制御効果が向上することをシミュレー

ション実験によって示します。 

 

 

 

終了時（２０２４年）のマイルストーン 
アクチュエータ（制御入力）位置最適化手法によりアクチュエータ位

置を決定し、その際の制御効果を大幅に向上させます。このために、ア

クチュエータ（制御入力）位置最適化手法を開発・評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究開発体制（2025 年 3 月終了時点） 
 

 


